
入院診療計画書　腎生検6-7日用 患者ＩＤ： @PATIENTID 診療科： @PATIENTFORMALSECTIONNAME

ご説明年月日：H　　　年　　　月　　　日 患者氏名： @PATIENTNAME 病棟： 号室：

病名： 入院目的： 症状：

手術内容及び日程 推定される入院期間：　約　　　（ 日 ・ 週 ・ 月間 ） 　　特別な栄養管理の必要性：　有 ・ 無

説明医師署名： 受持看護師名： その他担当者名：

（　　　/　　　～　　　/　　　） （　　　/　　　） （　　　/　　　） （　　　/　　　） （　　　/　　　）
入院～検査前日 腎生検当日 術後1日目 術後2日目 術後3日目

治療
処置

普段飲んでいる薬を確認します。
※抗凝固薬・抗血小板薬を飲んで
いる場合、検査ができないことがあ
ります。

《検査前》
・点滴の針を入れます。
・膀胱留置カテーテルを挿入します。
《出棟前》
・筋肉注射（緊張を抑える薬）をします。
《検査後》
・帰室直後、1・2・4時間後、就寝前に検温と尿量測
定を行います。
・夕方より止血剤を飲みます。

安静解除後、医師が穿刺部のガー
ゼ交換を行います。
膀胱留置カテーテルを抜去しま
す。

ガーゼ交換を行います。

問題がなければ退院と
なります。
※病状によっては退院
が延びることがありま
す。

検査
場合により血液検査・尿検査、心電
図、レントゲン等を施行します。
体重測定を行います｡

・車椅子かベッドで検査室へ行きます。
・検査後はベッドで帰室します。

必要に応じて行います。
体重測定を行います。

食事
病院食を食べてください｡
※病院食以外のものを食べるとき
は医師の許可を得て下さい。

・昼食は絶食です。
・夕食はベッドで寝たまま食べてください。

病院食
※朝食はベッドで寝たままか安静
解除後に食べてください。

安静 制限ありません｡

・帰室～1時間：うつ伏せで背中に重しが乗ります。
・1時間後～翌朝：仰向けになります。
※看護師が来るまで体は動かさずお待ちください。
※寝返りはしないようにしてください。
※腰痛が強い時は鎮痛剤があるので、看護師に伝
えてください。

医師の診察までﾍﾞｯﾄﾞ上安静です。
大きな出血がないことをエコーで確
認後安静解除となります。
※検査後１週間は階段昇降はしな
いでください。

制限ありません。

清潔
入浴できます｡
※検査前日は必ず入浴してくださ
い。

入浴できません 体拭きを行います。

シャワー浴可能となります。
※穿刺部が濡れないように保
護しますので、入浴前に看護
師に声をかけてください。

排泄 トイレで
ベッド上で
※必要であればオムツ着用

安静解除後トイレに行けます。

説明･指
導、その他
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ等の計
画）

入院オリエンテーション、腎生検に
関するオリエンテーションを行いま
す。
腎生検の必要性、合併症について
医師から説明があります。

注１）この計画書は現時点で考えられるものであり、今後病状等により変わりえるものです。その場合は再度説明いたします。  注２）入院期間については、現時点で予想されるものです。　　　　　　　 腎･透析内科 2017.03.01作成

上記のとおり説明を受けました。　　　　　　　H　　　　　　　　年　　　　　月　　　　日
78003-00

患者本人署名 親族又は代理人署名 患者との続柄（　　　　　　　　）

経過


